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オール電化＆太陽光＋αの提案

省エネの「見える化」に関する工夫

住宅の長寿命化に関する工夫

高品質住宅の供給比率

住宅価格に関する企業努力

住まい手のメンテナンスに関するフォロー

建設地の地域に対する配慮

生活者の声を取り入れた住宅企画

ハウスオブザイヤー２００９の特徴ハウスオブザイヤー２００９の特徴



【【オール電化住宅普及の変遷オール電化住宅普及の変遷】】

1Stage：電化住宅普及拡大スタート(シェア1%未満)
↓

2Stage：高断熱高気密住宅、高齢化、女性の社会進出
↓

3Stage： 環境＆サスティナビリティへの配慮、躯体の性能、CSR
↓ 『環境と暮らしにやさしい住まいとまちづくり検討委員会』平成16年～

CO2削減社会的要請＆生活者視点、住宅の省エネ（設備・躯体性能トータル）

4Stage ：低炭素、ツインソーラー、省エネの見える化の時代へ

電力会社様電力会社様

サブユーザー様サブユーザー様
エンドユーザー様エンドユーザー様
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省エネの見える化について省エネの見える化について
【家づくりで重視したいことと、次に家を建てるなら重視したいこと】

※項目は「次に重視したい」と「重視した」の差分＝後悔度の高い順
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省エネの見える化について省エネの見える化について

【後悔度(次にとても重視したいことーとても重視したこと)】

47.2

39.4 38.7
36.2

39.9

29.6 29.9 29.6

26.9 26.9

23.6

20.6
19.1

17.8

20.6

7

34.9

26.3 27
29.3

21.8
20.7

19.1

16.3
18.4

10

12.8 13.5 13.5

10.7

6.7 6.3

0

10

20

30

40

50

■ 女性 ■ 男性％

間
取
り

室
内
設
備(

バ
ス
、
キ
ッ
チ
ン
等)

外
観
デ
ザ
イ
ン

収
納
ス
ペ
ー
ス

耐
震
性(

地
震
に
強
い
家)

そ
の
他
設
備
機
器

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
対
策

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

耐
久
性(

丈
夫
で
長
持
ち
す
る
家)

防
犯
性(
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策)

耐
火
性(
火
災
に
強
い
家)

防
湿
性(

結
露
し
に
く
い
家)

遮
音
性
・
防
音
性(

静
か
な
家)

維
持
管
理
の
容
易
さ

断
熱
性(

冬
暖
か
く
夏
涼
し
い
家)

省
エ
ネ
性(

光
熱
費
を
抑
え
る
家)

出典：旭ファイバーグラス
ＢＡＳＩＣ



59.3% 30.8% 5.7%

2.3% 1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそうは思わない そうは思わない わからない

低炭素化社会に対する意識低炭素化社会に対する意識

「低炭素社会」を実現すべきか

調査資料：低炭素化社会に関する特別世論調査

調査対象者：全国20歳以上の者

回収サンプル数：1,837名
調査方法：個別訪問聴取

調査期間：2008年5月22日～6月1日
発行年月2008年7月
編集・発行機関：内閣府

９０．１％が「実現すべき」と回答
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低炭素化社会に対する意識低炭素化社会に対する意識

「低炭素社会」をつくるための重要な取組について（複数回答）

2.9%

1.5%

0.7%

15.9%

25.4%

36.1%

40.6%

41.0%

58.4%

59.7%

61.5%

65.9%

68.4%

総数（N=1,837人、M.T.=478.0%）

出典：内閣府「低炭素化社会に関する特別世論調査」

省エネ家電・住宅、環境に優しい車などの普及

レジ袋削減、リサイクルなどの資源の有効利用

太陽光・風力などの自然エネルギーの利用

植林、森林の保全

水、照明、冷暖房などのむだをこまめに減らすこと

電車やバスなどの公共交通機関の利用

その他

特にない

革新的な技術開発
（太陽光、燃料電池、省エネルギーなど）

わからない

地産地消（地域で生産されたものを
その地域で消費すること）

エネルギー多少費型産業から他の産業への転換

原子力発電の利用
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消費者が評価する企業の環境問題への取組み消費者が評価する企業の環境問題への取組み

あなたは企業の環境問題への取組みについて関心を持っていますか。

出典：ビスネット「消費者が評価する企業の環境問題への取組み」アンケート調査

どちらかといえ
ば関心がある

49.0%

まったく関心が
ない
0.0%

あまり関心が
ない
2.0%

とても関心が
ある
49.0%

９８％が「関心がある」
と回答
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消費者が評価する企業の環境問題への取組み消費者が評価する企業の環境問題への取組み

企業の環境問題への取組みを知ったことで、あなたの態度に変化はありましたか。
主なものを２つまで選んでください。

その企業にいいイメージをもつようになった
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その企業の商品やサービスに感心をもつようになった

その企業の商品やサービスを利用するようになった

さまざまな企業の環境問題の取組みに関心を
持つようになった

環境問題について意識するようになった

その企業の取組みを人に話すようになった

その他

特に変化はない

環境問題について自分ができることに
取組むようになった

出典：ビスネット「消費者が評価する企業の環境問題への取組み」アンケート調査 ＢＡＳＩＣ



消費者が評価する企業の環境問題への取組み消費者が評価する企業の環境問題への取組み

消費者は環境問題の改善に向けて、どのような行動をすべきだと思いますか。
主なものを３つまで選んでください。

環境に配慮された商品やサービスを選ぶ
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省エネ生活をする

環境問題に取組む企業を応援する

資源ごみを分別して出す

環境問題に関する情報を入手する

環境問題に関する講演会やシンポなどに参加する

その他

環境家計簿をつける

マイバッグを使う

グリーン電力基金に加入する

出典：ビスネット「消費者が評価する企業の環境問題への取組み」アンケート調査 ＢＡＳＩＣ



環境配慮企業の印象（全体：複数回答）

0.0%

0.0%

2.2%

2.5%

0.5%

5.6%

27.6%

39.5%

28.7%

21.8%

44.0%

40.7%その企業の製品を買いたい

信頼できる

親近感を感じる

先進性やチャレンジ精神を感じる

当然の行為である

環境を上手に企業の宣伝に利用しており印象がよい

将来有望なので投資の対象と考えたい

その他よい印象がある

逆にマイナスのイメージがある

特に何も感じない

その他

無回答

出典：環境省「環境にやさしいライフスタイル実態調査」 ＢＡＳＩＣ

消費者が評価する企業の環境問題への取組み消費者が評価する企業の環境問題への取組み
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再生可能エネルギーとは、太陽光や太陽熱、風力、水力、
地熱、バイオマスなど、再生が可能な“自然の恵み”から得
られるエネルギー。EUでは、ヒートポンプによってくみ上

げられる「空気の熱」も再生可能エネルギーの一つとして
位置づけ、ヒートポンプ機器の導入を推進しています※

日本でも『エネルギー供給事業者による非化石エネルギー
源の利用及び化石エネルギー原料の有効な利用の促進に関
する法律施行令』（2009年8月28日より施行）において、大

気中の熱やその他の自然界に存在する熱が再生可能エネル
ギー源として定められました。

※EU「再生可能エネルギー推進に関する指令
（2009年6月施行）」による

わずかな電気で空気中の熱を汲み上げるヒートポン
プは投入エネルギーの約3～6倍の熱エネルギーを得

ることができます。

ヒートポンプがくみ上げる「空気の熱」は、太陽に
よって温められたもの。つまり、ヒートポンプは太
陽光や風力と同じ再生可能エネルギーを利用してい
るといえます。

出典：東京電力パンフレット「低炭素スタイルへSwitch!」 ＢＡＳＩＣ

再生可能エネルギーとは再生可能エネルギーとは

「空気の熱」は再生可能エネルギー「空気の熱」は再生可能エネルギー



給湯 ・暖房などをヒートポンプでまかなうと…

家庭用暖房
4,400

家庭用給湯
3,600

日本の現状

1,350

1,230

ヒートポンプを活用した
低炭素社会

8,000

2,580

約5,400万トン

のCO2削減

家庭用分野では家庭用分野では……
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